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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腹腔鏡下縫合器具であって、
　近位端部および遠位端部を備えたハンドル組立体を有し、
　前記ハンドル組立体の前記遠位端部から遠位側に延びていて長手方向中心軸線を定める
細長いシャフトを有し、
　前記細長いシャフトから遠位側に延びるジョー組立体を有し、前記ジョー組立体は、各
々が前記細長いシャフトに回動可能に結合された近位端部と、遠位端部とを備えた第１の
ジョーおよび第２のジョーを含み、
　針を有し、
　前記ジョー組立体および前記針は、前記針が前記第１のジョーおよび前記第２のジョー
のうちの一方内に位置決めされるとともに、前記第１のジョー、前記第２のジョー、およ
び前記針が前記長手方向中心軸線と全体として整列した格納形態と、前記第１のジョー、
前記第２のジョー、および前記針が前記長手方向中心軸線に対して横断方向に延びる開き
位置との間で選択的に位置決め可能である、腹腔鏡下縫合器具。
【請求項２】
　前記ハンドル組立体は、前記第１のジョーおよび前記第２のジョーを前記格納形態に選
択的に位置決めするよう前記ジョー組立体に作動可能に結合されたラッチ機構体を含む、
請求項１記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項３】
　前記第１のジョーは、
　前記第１のジョーの前記近位端部のところに位置する第１のベースジョーと、
　前記第１のジョーの前記遠位端部のところに位置していて前記第１のベースジョーに回
動可能に結合された第１のフリップジョーと、を有し、前記第１のフリップジョーは、前
記ジョー組立体が前記格納形態にある格納位置と縫合位置との間で前記第１のベースジョ
ーに対して回動可能である、請求項１記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項４】
　前記第１のフリップジョーには針受け入れチャネルが形成され、前記針受け入れチャネ
ルは、前記第１のジョーの前記近位端部から前記第１のジョーの前記遠位端部まで延びる
軸線に対して全体として横断方向に位置決めされている、請求項３記載の腹腔鏡下縫合器
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具。
【請求項５】
　前記第１のフリップジョー内には、前記針の一部分が前記針受け入れチャネル内に位置
決めされると、前記針に係合する戻り止めが設けられている、請求項４記載の腹腔鏡下縫
合器具。
【請求項６】
　前記第１のフリップジョーを貫通してシムチャネルが延び、前記シムチャネルは、前記
針受け入れチャネルを横切っている、請求項４記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項７】
　前記第１のフリップジョーを前記縫合形態にロックするよう前記シムチャネル中に部分
的に伸長することができ、更に前記針が前記針受け入れチャネル内に位置決めされると、
前記針に係合するよう前記針受け入れチャネル中に伸長することができるシムを更に有す
る、請求項６記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項８】
　前記針は、前記針が前記第１のフリップジョーの前記針受け入れチャネル内に位置決め
されると、前記第１のフリップジョーの前記シムチャネルと整列可能なシム切欠きを有す
る、請求項７記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項９】
　前記第２のジョーは、
　前記第２のジョーの前記近位端部のところに位置する第２のベースジョーと、
　前記第２のジョーの前記遠位端部のところに位置していて前記第２のベースジョーに回
動可能に結合された第２のフリップジョーと、を有し、前記第２のフリップジョーは、前
記ジョー組立体が前記格納形態にある格納位置と縫合位置との間で前記第１のベースジョ
ーに対して回動可能である、請求項３記載の腹腔鏡下縫合器具。
【請求項１０】
　前記針は、前記第１の穿通先端部および前記第１の穿通先端部と反対側の第２の穿通先
端部を有する、請求項１記載の腹腔鏡下縫合器具。
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摘要(译)

提供了一种腹腔镜缝合器械。 腹腔镜缝合器械可以使缝合针在钳夹组件
的钳夹之间来回穿行，从而以微创的方法在手术部位缝合组织。 钳夹组
件可包括在每个钳夹内的可旋转钳夹构件，用于将钳夹组件和针定位在
可插入小直径手术口的低轮廓存储构造中。 钳口构件可以由手柄组件致
动，该手柄组件允许针头从驱动钳口穿过接收钳口，同时在单个触发周
期中将针头锁定在接收钳口内。
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